
セイファート 1 型銀河 IC 4329A の XRISM 観測 II: 可視・赤外・X線の準同時観測と非対称な輝線プ
ロファイル
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IC 4329A は X 線で明るいセイファート 1 型銀河であり、X 線スペクトルにはほぼ吸収成分が見えず Fe Kα蛍光輝線が卓
越して見えるため、活動銀河核における Fe Kα 放射領域の調査に適した天体である。2026年春季年会 (S27a)では2025
年8月7-11日に行われたXRISM衛星によるX線高分散分光観測の結果を報告し、トーラス由来の幅の細い成分、広輝線領
域(BLR)由来の幅のやや広い成分、相対論的円盤反射による低エネルギー側にのびた成分の3成分によってFe Kα 蛍光輝
線プロファイルが説明できることを示した。

本講演では、XRISMと準同時に観測された可視Hβ輝線および近赤外Paβ輝線と、X線Fe Kα輝線との比較について詳しく
議論する。可視Hβ輝線はせいめい望遠鏡KOOLS-IFUによって2025年4月26日に、近赤外Paβ輝線はMagellan望遠鏡に搭
載されたWINERED分光器によって2025年8月14日に観測された。それぞれのプロファイルを調べたところ、狭輝線と比
べて広輝線の中心位置が+700-1000km/s程度ずれていることがわかった。X線BLRも可視赤外のBLRと同様に速度がずれ
ている可能性を探るために、X線広輝線の中心位置をフリーパラメータにしてモデルフィットを行ったところ、トーラス
成分と比べてBLR成分が+1000km/s程度ずれていると考えると相対論的円盤反射を考えなくてもFe Kα 蛍光輝線のプロ
ファイルが説明できることがわかった。本講演では他の可能性にも触れつつ、IC 4329AのFe Kα蛍光輝線の発生メカニズ
ムについて議論する。
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